
 

 

 

 

１ 結果のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題が見られた問題と指導の改善事項     

（１）話すこと・聞くこと（ １ 二 ） 

  （出題のねらい：資料を用いた目的を理解する。） 

○津田梅子についての【スピーチ】の練習で，〈資料②〉と〈資料③〉を使った理由の説明として適切なも

のを選択する （国東市 74.3％・全国 74.9％） 

  ・「資料を活用する」とは，音声言語だけでは理解しにくかったり，誤解を招きそうだったりする場合など

に，資料を使いながら話すことである。その際，聞き手の立場に立った上で，話す内容を見直すとともに，

目的に応じて，どのような資料を準備し，どのように使うかということを明確にすることも大切である。 

・資料を用いる目的は，説明を補足すること，伝えたいことを強調すること，聞き手に正確に理解してもら

うことや一緒に考えてもらうこと，新たな興味をもってもらうことなどが考えられる。 

・実際に用いる資料としては，必要な文言や数値などの引用や実物，画像や映像などの使用，図解したもの

や重要な語句の定義付けなどの明示が挙げられる。その際，目的や相手，状況などを踏まえ，話す内容と

資料の整合，適切な時間や機会での資料の提示の仕方や量などにも注意する必要がある。 

・実際の授業場面では，情報収集の際に集めた資料をすべて使おうとする児童の姿も見られる。そのような

際には，自分の伝えたいことを伝えるために必要な資料は何かを，目的や相手，状況に応じて取捨選択で

きるように指導していくことが大切である。 

 

（２）言葉の特徴や使い方に関する事項（ ３ 三（２）オ ） 

（出題のねらい：文の中における修飾と被修飾との関係を捉える。） 

○丸山さんの【文章の下書き】の中の   部オで、「すぐに」がくわしくしている言葉として適切なもの

を選択する。 

（国東市 40.4％・全国 43.6％）  

・「すぐに」が動きを表す語句に係って詳しくすることは理解できているが，文の中でどの語句に係るかを

理解できていないと考えられる。また，直前にある「遊び終わったら」という言葉を「すぐに」で補足し

ていると捉えてしまったと考えられる。 

・修飾と被修飾との関係に気を付けて，文の構成を理解することは，自分の思いや考えをより適切に表現す

る上で重要であることに気付くことができるようにすることが大切である。 

・本設問では，「すぐに」が「かたづける」という動きを表す語句を詳しくしていることを捉えることが求

められる。 

・学習指導に当たっては，修飾語には動きを表す語句を詳しくする場合と，ものや人などを詳しくする場合
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・平均正答率は、全国平均を上回った。 

 

 ＜領域別正答率＞ 

 

 

 

 

 

 

 

・「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むころ」の全領域で正答率が全国平均と県平均を上回った。 

・無解答率は、ほとんどの設問で全国平均と県平均を下回り、解答への意欲がうかがえた。 

教科 領域 国東市 大分県 全国 

国語 

話すこと・聞くこと 78.4 77.4 77.8 

書くこと 71.6 64.8 60.7 

読むこと 51.5 46.5 47.2 

 

 国東市 大分県 全国 

平均正答率 ６９ ６６ ６４．７ 

 

 



があることを理解できるようにすることが大切である。そのためには，修飾語を加えて文を詳しくしたり，

修飾語がどの語句を詳しくしているのかをはっきりさせたりすることを指導すると効果的である。また，

修飾語は直前や直後の語句を詳しくすると捉えてしまうことがあるため，離れた語句を修飾する場合もあ

ることを理解できるようにすることも必要である。 

 

 

 

 

３ 指導の改善のポイント 

（１）これからの国語科の授業づくりの基本的な考え方 

 ①主体的・対話的で深い学びを促すために、以下の８点について留意し、単元構想と授業実践を行うことが大

切である。 

 

 

 

 

 

 ②国語科は、児童に付けたい力を付けるために、言語活動を単元全体で取り扱い、言語活動を通して指導事項

を指導する教科である。学習指導要領改訂後も、国語科の言語活動で育成した言語能力は、他教科の基幹に

なることは言うまでもなく、今後とも更なる言語活動の充実を図り、授業改善を推進していくという方針は

不変である。 

  

（２）国語科授業改善の方向性 

  これまでの国語科の授業を振り返った上で国語科の授業改善の方向性を以下に示す。（具体的留意点） 

 ①適切な言語活動の設定とその充実 

  ア）付けたい力を付けるのにふさわしい言語活動であるか 

・単元を構想する際には、付けたい力と言語活動との領域のミスマッチはないか、よく吟味する必要があ

る。そして、主たる学習活動の設定時間数は十分であるかも併せて考えておきたい。 

   ・言語活動を設定した後、課題解決のための手法は適切であるかを考えていく。場合によっては、児童の

学習状況（付けたい力が付いているのか等）を把握しながら、弾力的に修正していくことも大切である。    

  イ）多様な図書資料等が有効に活用されているか 

   ・目的に応じた言語の能力を身に付けさせるために、国語科の教科書だけでなく、多様な図書資料等（書

籍、新聞、その他のメディアからの情報）を用いることが必要である。多様な図書資料等を活用する中

で、例えば必要な情報を素早く見付ける読みや、必要な部分を詳細に分析する読みの指導が可能となる。 

    また、自分の考えを深めたり広げたりするためにも学校図書館等を利活用し、多様な情報を関連づけて

読むことの指導にあたることが必要である。 

   ・そのためにも、「不読者」を少なくする取組が必要である。まとまった量の文章を素早く読むことが苦

手な児童の学力を育成する基盤として、本に慣れ親しませることが求められる。また、読書によって豊

かな語彙形成につながったり、自分を高めたりできるという視点からも、引き続き読書指導の在り方を

見直す必要がある。 

 

    

 

 

 

 

 

 

  ウ）既習事項（または知識・技能）を活用する言語活動であるか 

  エ）ウ）のために知識・技能の確実な定着を図っているか 

ア 児童が興味をもつ教材・題材           イ 魅力的な課題の提示、児童による課題の発見 

ウ 学習の見通し、本時の目標（めあて）の明示 エ 課題解決的な学習、既習事項を活用する学習 

オ  自分の考えを発表・交流する機会      カ「できた」「わかった」の実感 

キ 「できたこと」「わかったこと」の振り返り  ク  日常生活、社会生活への広がり 

 

質問紙：「学校の授業時間以外に普段（月から金）１日あたりどれくらいの時間、読書をしますか。」（単位は％） 

 ２時間以上 1 時間以上 2 時

間より少ない 

30 分以上１時間

より少ない 

10分以上 30 分 

より少ない 

10分より少ない 全くしない 

国東市 8.2 12.3 25.1 24.0 7.6 22.8 

大分県 8.2 11.5 21.1 24.5 13.5 21.1 

全国 7.4 10.8 19.2 23.8 14.7 24.0 

 



  オ）児童の興味関心を喚起する言語活動であるか 

   ・興味関心を喚起する言語活動を行えば、国語科の学習が「好き」という気持ちが強くなり、学びに向か

う力につながる。 

  カ）発表や交流活動を設定した言語活動であるか 

   ・本当に話し合いが必要なのか、必要であれば、どのような形式の話し合いが適切であるのかを吟味した

上で行うことが大切である。また、ペア学習やグループ学習のみに終わらないために、児童自身に気付

かせることと教師が教えるべきことの整理をしておく必要がある。 

・話し合う手段をとる際には、「何のために」「何の力を高めるために」行うのかということを、児童自身

にも自覚させるように心がけたい。 

・発表の際、ただ原稿を読み上げるようなものになっていないか、ということも重要な指導のポイントで

ある。例えば、メモをもとに発表する、ということも活用力を高める上で非常に重要である。 

 

 ②児童の主体的な学びを促す「めあて」等の設定、指導に生かせる「より具体的な評価規準」の設定 

  ア）適切な「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」の設定があるか 

   ・以下の資料を参考にして、設定すること。（大分県教委 HP） 

    「児童生徒の主体的な学びを促す『めあて』『課題』『まとめ』『振り返り』の設定例」 

    「主体的・対話的で深い学びを実現するための単元（題材、主題）計画 例」 

  イ）指導事項・指導領域・評価の焦点化が見られるか 

  ウ）単元・指導過程・本時の評価規準に整合性があるか 

   ・単元の評価規準→指導過程の評価規準→本時の評価規準という道筋で、整合性をもったより具体的な評

価規準（概ね満足できる状況）を設定することが求められる。見取りができにくい評価規準は、指導・

支援が曖昧になってしまうと考えられる。 

  エ）「Ｂ 概ね満足できる」状況が具体的に想定され、それを判断する場面や方法は具体的で適切であるか 

・評価の場面は１時間で１、２箇所が妥当である。 

  オ）「Ｃ 努力を要する状況」の児童への指導や支援は行われているか、またその方法（手段）は有効であ

るか 

   ・具体的な評価規準から本時のめあてを設定すること、また、評価規準に基づき「Ｃ 努力を要する状況」

の児童を見極め、「Ｂ 概ね満足できる状況」になるよう効果的な支援を行うことが必要である。 

 

③参考資料を活用した授業実践 

  ○全国学力・学習状況調査の調査問題 

  ○「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例」   

   http://www.nier.go.jp/jugyourei/ 

  ○「平成２８年度『小学校学力向上対策支援事業』 個に応じた指導の手引き 小学校 国語科・算数科編」 

 

（３）その他、国語科授業で取り組むべきこと 

 ①学習用語の確実な理解 

 ・必要な言葉を使用し、言葉で思考を深めることが必要である。そのために、小学校で使用する教科書に掲載

されている学習用語は、その学年で確実に理解させることが大切である。既習の用語は授業で使わせ、指導

者が曖昧な言葉を使わないようにしなければならない。 

 ②記述する活動の充実 

 ・記述は、「書くこと」の指導だけでなく、３領域の力を向上させるのに有効である。 

  

 

 

 

 

 ・また、条件に即応して記述しなければならない場面を設定することも有効である。時間・字数・文章の形態

や種類・文体・テーマ・対象・使用語彙・要約・引用・例示・技法・構成等、条件を踏まえる必然性のある

課題を設定していきたい。 

例（話す・聞く）インタビュー等の取材メモ、スピーチ原稿等 

 （書く）鑑賞文、図表などを用いた説明・記録、案内、意見文、批評文 

 （読む）文章を読んで解釈し、自分の考え（感想や意見、評価、批評等）を明確に書くこと。 

     目的に応じて本文を引用したり要約したりすること。 

 

http://www.nier.go.jp/jugyourei/


 

（４）学校全体で取り組むべきこと 

 ①漢字や語句、文法、表現技法等の習得 

 ・漢字や語句、文法等の確実な習得には、繰り返し練習が不可欠である。特に漢字は一度覚えても使わなけれ

ば忘れてしまう。繰り返し学習できる環境を学校全体で整えることが大切である。また、国語科以外の教科

の時間に、既習の漢字を必ず使用するように指導することも大切である。 

 ②全校一斉読書や各教科における学校図書館の活用 

 ・様々な力を下支えするものとして、活字に親しむことが必要である。その際、文学的文章だけでなく科学的

な読み物等にも手を伸ばすように指導する必要がある。学校司書等と連携し、バランスのよい読書指導をす

ることが重要である。 

 ・学年が上がるに従って、本だけでなく、新聞、インターネット、テレビ、ラジオ等の様々な情報を利活用す

ることも求められる。例えば、新聞を児童の見えるところに掲示し、自然と情報が入ってくる環境を作るこ

ともその第一歩となる。また、国語科だけでなく各教科や領域において、図書館活用の推進をしていきたい。 

 ③全国学力・学習状況調査についての研修や情報共有 

 ・全国調査の結果分析を各学校の指導の充実に活かすために、学校全体で情報を共有し、授業改善のベクトル

を揃えることが重要である。 


